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娘がダンスを習っていて、
公民館やココティすぎと
を気軽に使え、のびのび
と練習ができ、ありがた
いです。お祭りやイベン
トが多く、練習の成果を
皆様に見ていただける
機会もたくさんあり、さ
らにやりがいを感じてい
ます。とても素敵な町で
す。（母：黒瀬未希さん）

　
ご
近
所
の
方
々
と
か
、
優
し
い
人
た

ち
が
多
い
町
で
す
。
少
し
ず
つ
素
敵
な

場
所
が
増
え
て
い
て
、
静
か
で
落
ち
着

き
が
あ
る
と
こ
ろ
も
良
い
で
す
。

アグリパークがあるこ
とが一番です。たくさ
んのイベントが開催さ
れていて、町外から来
て、杉戸町を一緒に盛
り上げてくださる方も
いらっしゃいます。若
い人たちが発信できる
場所があることはとて
も良いことです。町民
の声を聞いて、より一
層の魅力アップを図っ
ていただきたいです。

黒
く ろ

瀬
せ

ほのかさん（才羽）

杉戸町はいいことだらけです。人が優しくて温かい

です。地域性の素晴らしさを感じます。近隣の農園

の方のお野菜や杉戸産のお米な

ど、農産物もとても美味しいです。

とても楽しく過ごしています。

森
も り

俊
と し

也
や

さんご夫婦（清地）

お米を頂いている お米を頂いている 

浜
は ま

田
だ

さん（北蓮沼）

杉戸町は住みやすくて良い場所です。ハロウィンイ

ベント等に参加させていただいて、色んなイベントが

あって良いと思います。（子ども達）竹ぽっくりを作り

ました。高野台さくら祭りも、いつも楽しみです。

今
い ま

成
な り

美
み

穂
ほ

さん（高野台）

小
こ

山
や ま

恵
け い

子
こ

さん（清地）右の方はストリートパフォーマーのOKAさん

木
き

村
む ら

舞
ま い

さん（清地）

教えて

みんなみんなのの
杉戸杉戸のの

良いところ良いところ
(^ ♪̂(^ ♪̂
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小さなしごとでまち
を遊びま

しょう。みんなが輝
ける場所

がここにあります。

高い建物が少ないた
め、空をとても広く見

ることができ、朝日から夕日
まで長い時間、空を感じられ
ます。夜空もとても綺麗に見
えるので、星空が見える日は
心がとても癒されます。

住みやすいところです。
災害がないですし、治

安も良くて、安心して暮らせます。
駐在所の方がまわってきて、あい
さつもしてくださいます。町のた
めに一生懸命に頑張ってくださ
る方がたくさんいらっしゃいます。

吉
よ し

田
だ

わか子
こ

さん（遠野）

杉戸町のいいところは、

緑や川など田園風景が

あるところです。特徴などあま

りないところも、最高です。とて

も静かで住みやすい町です。何

でもすぐ手に届く町、最高です。

粗大ごみの無料回収は
うれしいです。

災害の心配が少なくて、
住みやすい町です。田

舎っぽさが良くて、のんびりし
て過ごせる良い場所です。

椿の田園風景

アグリパークで、ドッグ
ランやキッチンカーなど

色々 なイベントを開催していま
す。桜の花もきれいです。土日
は車を止めきれないほどで、賑
わっています。ただ、特に農業
の担い手不足が深刻で、農家
は苦しいです。集約化して仕事
が増えていて、若い担い手が増
えていきますと嬉しいです。

川
か わ

島
し ま

昇
のぼる

さん（才羽）

板
い た

橋
は し

明
あ け

美
み

さん（本島）

夏
な つ

井
い

ルミ子
こ

さん（本郷）

都心へのアクセスが便
利でありながらも、自

然が豊かでのんびりと過ごせる
ところが一番の魅力です。また、
家族で楽しめる場所もありま
す。地元の新鮮な農産物や子
どもたちが遊べる場所がある
アグリパーク。子育て世帯に寄
り添ったココティすぎと。雅楽
の湯では、源泉かけ流しの解
放感のある露天風呂や一品一
品のクオリティが高く、とても
美味しい食事。夏には流灯ま
つりが行われ、川に浮かぶ灯
篭が幻想的です。

大
お お

橋
は し

夏
か

帆
ほ

さん（宮前）

Y
や っ て

atte &
あんど

 M
み ろ っ つ

irrotts の皆さま（杉戸）

芳
は

賀
が

俊
と し

弥
や

さん（並塚）

オカダシンイチさん（清地）

　今回は 34 人に登場していただきました。取
材にご協力くださった皆様に深く感謝を申し上
げます。「はじめて手に取って読んでみました」
という方もいらっしゃり、とても嬉しいです。
今後とも、よりよい議会だより作成に努めて参
ります。また、取材にご協力いただける方は杉
戸町議会（議会事務局）
までご連絡くださいま
すと幸いです。

杉戸町議会
（議会事務局）
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一般質問

　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対して、町の仕事の執行状況や将来の方針、
計画あるいは疑問点など幅広い視点から質問をすることです。
　3月定例会の一般質問は、2月17日、18日、19日の３日間で13人の議員が登壇し、
町政課題への提言や質問を行いました。

○野口俊彦議員����������� P ５
１．下野久喜線の今後は
２．水稲病害虫防除に対する支援策は

○平川忠良議員����������� P ５
１．�投票しやすい環境整備を
２．�認知症の方に寄り添った地域社会の構築を

○宮田雄一議員����������� P ６
１．�環境センターの火災対策は
２．�来年度のふるさと納税に対する取組は

○太田康之議員����������� P ６
１．農業収入保険補助制度見直しの検討を

○栗原偉憲議員����������� P ７
１．まちの歳入アップの施策は
２．�下野久喜線の今後は
３．職員の働き方の改革を

○上田聡議員������������ P ７
１．�地域公共交通計画を策定し、デマンド交
通導入検討の担当課を決めよ

２．�国保税の子ども均等割の多子世帯減免制
度は復活を

○原田壽々子議員���������� P ８
１．�下野久喜線の決着の仕方は
２．�アグリパークゆめすぎとの改修工事の最
終的な目的は

○北出惠造議員����������� P ８
１．�物価高騰対策の充実を
２．�杉戸町の防災対策の強化を

○久松祐樹議員����������� P ９
１．�町の発展繁栄に繋がる予算編成か
２．�空き家解消から治安強化を
３．�デジタル機器に子どもたちが使われない
取組を

○市毛大助議員����������� P ９
１．�法令違反が疑われる開発行為の実態は

○江口栄子議員����������� P10
１．水道料金引き上げの見直しを
２．�待機児童の解消を

○冨澤義之議員����������� P10
１．小学校設置予定の防犯カメラの状況は
２．ココティすぎとのこれからは
３．西地区のにぎわい創出に向けた取組は

○大橋芳久議員����������� P11
１．粗大ごみの回収に関する町の認識は
２．取り組むべき課題に取り組む姿勢を　

一般質問
二次元コード

映 像
配信中

※網掛け項目に関わる記事を掲載しています。

人の議員が13
町政を問う
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一般質問

答　
同
課
長　
久
喜
市
か
ら

は
、
同
市
が
用
地
交
渉
に
時

間
を
要
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

道
路
用
地
取
得
年
度
に
つ
い

て
確
定
で
き
な
い
旨
、
伺
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
橋

梁
設
置
工
事
の
着
工
時
期
に

つ
い
て
も
、
現
段
階
で
は
お

示
し
す
る
こ
と
は
難
し
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

工
夫
を
検
討
し
ま
す
。

認
知
症
ケ
ア
技
法

問　
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
技
法

の
認
識
と
普
及
は
。

答　
高
齢
介
護
課
長　
介
護

現
場
だ
け
で
な
く
、
認
知
症

の
方
に
接
す
る
全
て
の
人
に

と
っ
て
参
考
と
な
る
技
法
で
、

ま
ず
は
職
員
が
研
修
に
参
加

し
て
い
き
ま
す
。

問　
昨
年
11
月
30
日
に
西
公

民
館
に
お
い
て
、
地
元
区
域

の
住
民
を
対
象
に
下
野
久
喜

線
整
備
事
業
に
係
る
説
明
会

が
開
催
さ
れ
た
が
、
参
加
者

か
ら
の
質
問
や
意
見
等
は
。

答　
都
市
施
設
整
備
課
長　

古
利
根
川
に
架
か
る
橋
の

整
備
時
期
や
線
形
変
更
の
可

能
性
、
久
喜
市
の
進
捗
状
況
、

道
路
整
備
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
で
す
。

問　
現
在
生
じ
て
い
る
問
題
、

課
題
は
何
か
。

答　
同
課
長　
道
路
整
備
の

必
要
性
や
道
路
線
形
等
に
対

す
る
地
権
者
の
皆
様
の
ご
理

解
を
得
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
今
後
、
合
意
形
成

を
図
り
な
が
ら
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

問　
古
利
根
川
に
新
た
に
架

け
る
橋
梁
整
備
に
伴
う
久
喜

市
と
の
基
本
協
定
の
内
容
は
。

答　
同
課
長　
「
橋
梁
の
整

備
施
工
は
久
喜
市
に
お
い
て

行
う
も
の
と
す
る
。
整
備
費

用
の
負
担
は
両
市
町
に
お
い

て
協
議
し
、
別
途
負
担
協
定

を
締
結
す
る
も
の
と
す
る
。」

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
久
喜
市
に
よ
る
橋
梁
設

置
工
事
は
、
い
つ
頃
を
予
定

し
て
い
る
の
か
。

問　
投
票
し
や
す
い
環
境
整

備
は
町
の
責
務
だ
と
思
っ
て

い
る
。
弱
視
の
町
民
の
方
の

要
望
で
も
あ
る
投
票
用
紙
記

入
補
助
具
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
素
材
の
ケ
ー
ス
で
、
記
入

欄
に
当
た
る
部
分
が
く
り
抜

か
れ
て
い
て
、
投
票
用
紙
を

間
に
挟
む
と
触
れ
る
だ
け
で

記
入
す
る
位
置
が
わ
か
る
も

の
で
あ
る
。
導
入
を
提
案
す

る
が
、
見
解
は
。

答　
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

長　
10
月
の
衆
議
院
議
員
総

選
挙
時
に
、
ご
自
身
で
補
助

具
を
持
参
し
て
投
票
さ
れ
た

方
が
い
た
と
い
う
事
例
が
あ

り
、
必
要
性
が
高
い
と
考
え
、

各
投
票
所
へ
の
導
入
に
向
け
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　
投
票
支
援
カ
ー
ド
は
、

投
票
者
へ
の
読
み
上
げ
や
代

筆
な
ど
支
援
内
容
が
書
か
れ

た
カ
ー
ド
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
印

刷
し
、
必
要
な
支
援
内
容
を

記
入
し
て
投
票
受
付
時
に
提

示
す
れ
ば
サ
ポ
ー
ト
が
受
け

ら
れ
る
。
導
入
を
提
案
す
る

が
、
見
解
は
。

答　
同
書
記
長　
当
町
で
は

直
接
お
声
が
け
を
し
て
、
投

票
所
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
様
々
な

下
野
久
喜
線
の
今
後
は

合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
推
進
し
ま
す
一般質問
二次元コード

投
票
用
紙
記
入
補
助
具
の
導
入
を

導
入
に
向
け
、準
備
を
進
め
て
い
ま
す
一般質問
二次元コード

▲︎ 左：投票用紙記入補助具
　 右：投票用紙

投票用紙記入補助具に▶
投票用紙をはさんだ状態

蓮田市 HP より

▲　弱視の町民の方の要望（蓮田市の補助具）

野
の ぐ

口
ち

俊
と し

彦
ひ こ

議員

▲　近隣市町との利便性の向上が期待される

平
ひ ら

川
か わ

忠
た だ

良
よ し

議員
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続
加
入
を
促
す
要
素
を
加
え
、

４
年
目
以
降
に
お
い
て
も
少

額
で
も
補
助
し
、
継
続
加
入

し
て
も
ら
う
制
度
に
改
め
る

よ
う
提
案
を
す
る
。
予
算
も

ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
が
ど
う
か
。

答　
同
課
長　
加
入
状
況
の

推
移
を
踏
ま
え
、
補
助
制
度

の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
研

究
し
ま
す
。

問　
杉
戸
町
で
も
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

答　
同
主
幹　
ふ
る
さ
と
納

税
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

設
置
は
有
効
で
す
が
、
各
課

と
の
調
整
が
課
題
で
す
。

　
各
課
を
連
携
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
や
外

部
協
力
者
が
必
要
で
す
。

問　
農
業
に
は
収
入
保
険
と

言
う
公
的
保
険
制
度
が
あ
り
、

当
町
で
は
保
険
加
入
者
に
対

し
て
、
３
年
間
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
加
入
者
数
の
推
移

と
今
後
の
予
測
は
。

答　
産
業
振
興
課
長　
制
度

開
始
前
の
５
名
か
ら
、
令
和

６
年
に
は
25
名
に
増
え
ま
し

た
。
今
後
、
毎
年
３
名
の
新

規
加
入
を
見
込
み
ま
す
。

問　
令
和
４
年
の
ひ
ょ
う
害

で
は
収
入
保
険
に
よ
り
多
額

の
補
償
が
さ
れ
た
。
保
険
が

な
け
れ
ば
立
ち
直
れ
な
か
っ

た
農
家
が
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
実
績
を
ふ

ま
え
、
町
は
収
入
保
険
の
必

要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　
同
課
長　
農
業
は
天
候
、

自
然
災
害
、
市
場
価
格
の
低

下
な
ど
の
リ
ス
ク
が
非
常
に

高
い
。
幅
広
い
リ
ス
ク
か
ら

農
業
経
営
を
守
る
と
い
う
点

に
お
い
て
、
必
要
性
は
非
常

に
高
い
と
考
え
ま
す
。

問　
当
町
の
主
な
農
作
物
は

お
米
で
あ
る
。
作
っ
て
も

赤
字
に
な
る
苦
し
い
状
況
で

は
保
険
料
は
後
回
し
に
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
と
こ

ろ
に
こ
そ
補
助
を
す
べ
き
と

考
え
る
。
加
入
促
進
の
み
を

目
的
と
し
た
補
助
制
度
に
継

問　
1
月
に
川
口
市
の
ご
み

処
理
施
設
で
火
災
が
発
生
し
、

長
期
稼
働
停
止
と
な
っ
て
い

る
。
当
町
で
同
様
の
火
災
の

事
例
は
あ
る
の
か
。

答　
環
境
課
長　
発
火
事
例

は
あ
り
ま
す
が
、
大
規
模

火
災
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

が
火
災
の
原
因
と
さ
れ
て
い

る
が
、
当
町
の
処
分
方
法
は
。

答　
同
課
長　
有
害
ご
み
と

し
て
収
集
・
処
分
委
託
し
て

い
ま
す
。
ご
み
分
類
表
に
記

載
が
な
い
た
め
、
7
年
度
に

改
訂
し
、
全
戸
配
布
や
Ｗ
Ｅ

Ｂ
掲
載
を
行
う
予
定
で
す
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
制
度

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
収
支

差
額
は
。

答　
総
合
政
策
課
主
幹　
収

入
は
約
６
６
０
０
万
円
、
流

出
は
約
８
１
０
０
万
円
で
地

方
交
付
税
措
置
分
を
加
え
約

１
６
０
０
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
す
。

問　
杉
戸
町
と
境
町
の
ふ
る

さ
と
納
税
額
の
差
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
同
主
幹　
境
町
は
専
任

組
織
や
多
く
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
活
用
で
返
礼
品
を
強

化
し
て
お
り
、
杉
戸
町
は
こ

れ
ら
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

農
業
収
入
保
険
補
助
制
度
の
見
直
し
を

一般質問

加
入
状
況
の
推
移
を
踏
ま
え
調
査
し
ま
す

▲　ひょう害にあった杉戸の野菜

一般質問
二次元コード

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
収
集
方
法
は

7
年
度
分
別
表
を
改
訂
し
収
集
し
ま
す
一般質問
二次元コード

太
お お

田
た

康
や す

之
ゆ き

議員

宮
み や

田
た

雄
ゆ う

一
い ち

議員

▲　すべてリチウム電池内蔵してるんですよ
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断
的
・
総
合
的
に
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
公
共
交
通
政
策
を

推
進
す
る
エ
ン
ジ
ン
が
な
い

こ
と
が
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導

入
を
阻
ん
で
い
る
。
公
共
交

通
政
策
全
般
に
対
し
、
一
元

的
に
責
任
と
権
限
を
持
つ
組

織
を
明
確
に
す
べ
き
だ
。

　
久
喜
市
長
の
一
存

で
橋
は
架
か
る
の
で
し
ょ
う

か
。
下
野
久
喜
線
に
１
千
万

円
以
上
か
け
て
行
う
詳
細
設

計
は
、
方
向
性
が
決
ま
る
ま

で
凍
結
す
る
べ
き
。
現
在
久

喜
市
へ
の
通
行
道
で
あ
る
Ⅰ

級
１
号
線
に
予
算
を
投
じ
安

全
な
道
路
に
す
べ
き
で
あ
る
。

問　
地
域
公
共
交
通
計
画
に

係
る
改
正
地
域
公
共
交
通
活

性
化
再
生
法
の
概
要
は
。

答　
総
合
政
策
課
主
幹　

「
地
方
公
共
団
体
は
、
国
が

定
め
た
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

地
域
公
共
交
通
計
画
を
作
成

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

問　
こ
の
計
画
を
策
定
す
る

と
地
域
公
共
交
通
会
議
の
権

限
や
補
助
金
の
種
類
・
内
容

等
は
ど
う
拡
充
す
る
の
か
。

答　
同
主
幹　
同
計
画
を
策

定
す
る
た
め
に
、
同
会
議
を

法
定
協
議
会
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
交
通
事
業
者
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
関
係
者
を
巻

き
込
ん
だ
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
地
域
公
共
交

通
特
定
事
業
の
実
施
に
際
し
、

特
例
制
度
や
財
政
支
援
の
特

例
等
を
活
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

問　
杉
戸
町
の
場
合
、
デ
マ

ン
ド
交
通
の
導
入
を
検
討
す

る
際
の
担
当
課
は
ど
こ
が
最

適
と
考
え
る
か
。

答　
町
長　
交
通
政
策
を
担

当
し
て
い
る
総
合
政
策
課
や

町
内
巡
回
バ
ス
を
担
当
し
て

い
る
住
民
協
働
課
、
ま
た
そ

の
他
の
関
係
課
も
含
め
、
横

問　
下
野
久
喜
線
に
か
か
る

橋
は
、
現
段
階
で
は
99.9
％
で

き
な
い
。
そ
の
根
拠
は
、
地

方
自
治
体
同
士
で
近
年
の
施

工
事
例
が
な
い
こ
と
。

　
ま
た
、
久
喜
市
は
財
源
不

足
の
た
め
、
68.5
億
円
の
削
減

目
標
を
立
て
て
い
る
が
、
令

和
７
年
度
の
久
喜
市
の
当
初

予
算
に
は
、
橋
の
工
事
は
計

上
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
都
市
施
設
整
備
課
長　

久
喜
東
停
車
場
線
の
用
地
交

渉
の
み
実
施
す
る
と
伺
っ
て

い
ま
す
。

問　
新
規
で
橋
を
設
置
す
る

例
は
何
故
な
い
の
か
。

答　
同
課
長　
令
和
５
年
に

国
交
省
よ
り
示
さ
れ
た
、
維

持
管
理
と
災
害
防
止
の
た
め

橋
梁
の
集
約
撤
去
の
方
針
も

理
由
の
一
つ
と
思
い
ま
す
。

問　
町
長
の
そ
れ
で
も
出
来

る
と
い
う
根
拠
は
。

答　
町
長　
橋
梁
工
事
の
着

工
時
期
は
未
定
で
す
が
、
橋

梁
工
事
は
実
施
す
る
と
久
喜

市
長
よ
り
回
答
を
得
て
い
る

こ
と
が
私
の
根
拠
で
す
。

問　
今
ま
で
こ
の
案
件
に
い

く
ら
予
算
を
費
や
し
た
の
か
。

答　
都
市
施
設
整
備
課
長　

令
和
５
年
度
か
ら
合
計
約
５

千
１
６
３
万
円
で
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
を
検
討
す
る
担
当
課
は

横
断
的・総
合
的
な
検
討
が
必
要
一般質問
二次元コード

下
野
久
喜
線
が
出
来
る
根
拠
は
？

実
施
の
回
答
を
久
喜
市
長
よ
り
得
ま
し
た
一般質問
二次元コード

▲　そもそも橋はできるのか？

上
う え

田
だ

 聡
さとし

 議員

栗
く り

原
は ら

偉
た け

憲
の り

議員

▲　「地域公共交通特定事業」の概要
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律
）。
２
つ
目
は
国
の
推
奨

事
業
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
水
道
基

本
料
金
免
除
事
業
（
４
か
月

分
）
と
、
小
中
学
校
の
学
校

給
食
費
免
除
事
業
（
２
か
月

分
）
に
加
え
、
地
域
公
共
交

通
事
業
者
、
障
が
い
者
支
援

施
設
、
民
間
の
保
育
所
、
介

護
施
設
、
医
療
機
関
に
対
し
、

物
価
高
騰
対
策
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

で
の
改
修
増
改
築
の
効
果
は
。

答　
産
業
振
興
課
長　
安
全

性
の
担
保
や
直
売
所
の
拡
張

に
よ
り
、
心
地
良
い
空
間
を

創
出
し
、
さ
ら
な
る
魅
力
の

発
信
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
す
。

問　
具
体
策
は
。

答　
同
課
長　
ソ
フ
ト
面
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
指
定
管

理
者
と
鋭
意
取
り
組
み
ま
す
。

一般質問

問　
西
小
学
校
と
高
野
台
小

学
校
の
統
合
で
避
難
所
は
ど

う
な
る
の
か
。

答　
教
育
総
務
課
長　
両
校

は
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所

で
す
。
こ
の
た
め
、
体
育
館

は
来
年
度
、
空
調
設
備
の
整

備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
西
小
学
校
の
校

舎
は
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、

閉
校
後
の
活
用
は
安
全
上
難

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
水
害
時
の
避
難
場
所
は
。

答　
危
機
管
理
課
長　
利
根

川
決
壊
で
３
～
５
ｍ
の
浸
水

時
に
は
、
２
階
以
上
に
避
難

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問　
県
水
が
遮
断
さ
れ
た
時

の
水
の
確
保
策
や
、
水
道
老

朽
管
路
更
新
と
耐
震
化
の
状

況
は
。

答　
上
下
水
道
課
長　
町
内

４
か
所
の
耐
震
性
貯
水
槽
に

計
360
ｔ
、
各
配
水
場
の
配
水

池
に
計
１
万
１
２
０
０
ｔ
の

貯
水
量
が
あ
り
ま
す
。
耐
震

化
率
は
令
和
５
年
度
末
で
15.8

％
、
計
画
的
に
更
新
し
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
の
充
実
を

問　
町
の
対
策
に
つ
い
て
、

補
正
予
算
の
説
明
を
。

答　
総
合
政
策
課
主
幹　
１

つ
目
は
低
所
得
世
帯
等
臨
時

給
付
金
給
付
事
業
（
全
国
一

問　
こ
の
事
業
の
実
現
に
向

け
て
何
故
、
地
権
者
に
町
長

自
ら
会
い
に
行
か
な
い
の
か
。

答　
町
長　
一
部
の
地
権
者

と
役
場
で
お
会
い
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
丁
寧
な
説
明
で
合

意
形
成
を
図
り
ま
す
。

問　
反
対
で
は
な
く
、
線
形

変
更
も
含
め
て
要
望
が
き
て

い
る
。
今
後
想
定
さ
れ
る
雨

量
の
関
係
で
、
砂
丘
堤
防
が

既
存
道
路
で
寸
断
さ
れ
、
す

ぐ
ま
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

道
で
寸
断
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、

高
野
台
地
区
の
安
全
性
は
保

た
れ
る
の
か
。

答　
都
市
施
設
整
備
課
長　

県
道
の
高
さ
が
堤
防
よ
り
高

い
の
で
、
雨
水
被
害
の
拡
大

は
少
な
い
と
考
え
ま
す
。

問　
高
野
台
外
周
道
路
は
軟

弱
で
経
年
劣
化
し
て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
等
の
往
来
に
よ
る

八
潮
市
の
よ
う
な
陥
没
の
危

険
性
を
踏
ま
え
、
予
算
の
バ

ラ
ン
ス
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

答　
町
長　
老
朽
化
は
大
変

な
問
題
な
の
で
、
財
政
を
見

な
が
ら
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

　
浮
上
す
る
問
題
解

決
の
糸
口
が
見
え
て
こ
な
い
。

ア
グ
リ
パ
ー
ク
ゆ
め
す
ぎ
と

の
改
修
・
増
改
築
の
目
的
は

問　
約
３
億
５
０
０
０
万
円

杉
戸
町
の
防
災
対
策
の
強
化
を
！

水
道
老
朽
管
路
耐
震
化
計
画
を
進
め
ま
す

▲　住民等から出されている２つの線形変更案

下
野
久
喜
線
の
決
着
の
仕
方
は

一般質問
二次元コード

地
権
者
の
理
解
が
不
可
欠
で
す
一般質問
二次元コード

▲　杉戸１丁目にある第一配水場と給水車

原
は ら

田
だ

壽
す

々
ず

子
こ

議員

北
き た

出
で

惠
け い

造
ぞ う

議員
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一般質問

の
発
見
後
、
開
発
の
代
表
者

に
対
し
、
是
正
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問　
周
辺
住
民
は
大
変
困
っ

て
い
る
。
町
長
が
先
頭
に
立

っ
て
、
問
題
を
解
決
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　
町
長　
私
自
身
が
先
頭

に
立
っ
て
、
問
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

答　
同
課
長　
地
域
防
犯
団

体
の
活
動
支
援
や
防
犯
意

識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
注

意
喚
起
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
所
有
者

に
対
し
改
善
依
頼
や
周
知
啓

発
を
進
め
、
空
き
巣
被
害
な

ど
の
犯
罪
発
生
を
抑
止
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
杉
戸
町
大
字
大
塚
地
内

の
法
令
違
反
が
疑
わ
れ
る
開

発
行
為
に
つ
い
て
、
町
は
開

発
行
為
を
行
っ
た
人
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。

答　
建
築
課
長　
開
発
行
為

の
許
可
は
、
通
常
で
あ
れ
ば

事
前
に
相
談
等
が
あ
り
、
開

発
者
の
存
在
が
明
ら
か
に
な

り
ま
す
が
、
相
談
等
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

当
該
開
発
行
為
を
行
っ
た
人

は
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
し
か
し
、
現
地
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
開
発
許
可
の
手

続
を
し
て
い
な
い
建
物
で
あ

っ
た
た
め
、
土
地
の
所
有
者

を
登
記
簿
謄
本
で
調
べ
た
と

こ
ろ
、
所
有
者
は
確
認
で
き

て
い
る
状
況
で
す
。

問　
町
は
当
該
所
在
地
を
放

置
す
る
の
か
。

答　
同
課
長　
近
年
、
こ
の

よ
う
な
違
法
な
建
築
物
が
県

内
で
も
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
町
で
は
平
成
27
年
に

杉
戸
町
違
反
開
発
等
に
関
す

る
事
務
処
理
要
領
を
策
定
し
、

迅
速
か
つ
適
正
な
事
務
処
理

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
当
該
所
在
地
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
11
月
末
の
情
報

提
供
に
お
け
る
違
反
建
築
物

問　
管
理
不
全
の
空
き
家
の

悩
み
や
心
配
事
を
数
多
く
聞

い
て
い
る
。
令
和
６
年
度
か

ら
杉
戸
町
空
家
等
対
策
計
画

が
実
施
さ
れ
た
が
、
空
き
家

の
再
調
査
の
進
捗
や
検
討
は
。

答　
危
機
管
理
課
長　
職
員

に
よ
る
現
地
調
査
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
に

杉
戸
町
区
長
会
に
、
改
め
て

空
き
家
に
関
す
る
情
報
提
供

を
依
頼
し
ま
し
た
。
令
和
７

年
度
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

苦
情
や
相
談
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
、
総
合
的
な
空
き
家
の

再
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

問　
空
き
家
問
題
解
決
に
向

け
て
の
取
り
組
み
は
。

答　
同
課
長　
住
ま
い
の
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
配

布
・
空
き
家
情
報
お
知
ら
せ

シ
ス
テ
ム
の
開
始
・
相
続
お

し
か
け
講
座
の
実
施
・
株
式

会
社
ジ
チ
タ
イ
ア
ド
と
協
定

締
結
・
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
空
き
家
管
理
代
行
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
・
特
定
空
家

の
判
定
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
民
間
事
業
者
と

も
連
携
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
空
き
家
に
空
き
巣
が
入

っ
て
い
る
と
い
う
声
も
聞
い

て
い
る
が
、
治
安
強
化
へ
の

取
り
組
み
は
。

法
令
違
反
が
疑
わ
れ
る
開
発
の
対
応
は

開
発
の
代
表
者
に
対
し
指
導
を
し
ま
す
一般質問
二次元コード

空
き
家
対
策
の
進
捗
状
況
は

空
き
家
の
再
調
査
を
実
施
し
ま
す
一般質問
二次元コード

▲　お住まいの将来をご家族で話し合うきっかけに

久
ひ さ

松
ま つ

祐
ゆ う

樹
き

議員

市
い ち

毛
げ

大
だ い

助
す け

議員

▲　法を守った開発を！！
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結
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

両
者
協
議
の
上
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
の
可
否
に
つ
い
て

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

は
取
っ
て
い
る
の
か
。

答　
市
街
地
整
備
推
進
室
長

　
コ
コ
テ
ィ
す
ぎ
と
の
全
体

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
特
に

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

い
で
、
町
と
し
て
独
自
の
支

援
を
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
待
機
児
童
の
解
消
を

問　
令
和
７
年
度
４
月
か
ら

の
保
育
園
の
待
機
児
童
、
保

留
児
童
の
状
況
は
。

答　
子
育
て
支
援
課
長　
待

機
児
童
は
ゼ
ロ
名
、
保
留
児

童
は
17
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
コ
コ
テ
ィ
す
ぎ
と
の
こ

れ
か
ら
を
見
据
え
、
検
討
し

た
内
容
が
予
算
等
に
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
。

答　
市
街
地
整
備
推
進
室
長

　
屋
外
時
計
の
設
置
を
優
先

し
て
進
め
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
広
場
を
中
心
と
し
た
多

世
代
が
憩
い
、
利
活
用
で
き

る
公
共
空
間
を
目
指
し
ま
す
。

答　
子
育
て
支
援
課
長　
予

算
に
は
計
上
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

場
所
等
も
含
め
、
総
合
的
に

勘
案
し
た
上
で
、
設
置
の
可

否
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
遊
具
を
購
入

す
る
際
に
は
、
利
用
者
の
意

見
も
踏
ま
え
つ
つ
、
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
遊
具
を

購
入
し
て
い
き
ま
す
。

問　
設
置
予
定
の
時
計
の
デ

ザ
イ
ン
は
。

答　
市
街
地
整
備
推
進
室
長

　
屋
外
の
時
計
は
、
多
世
代

が
憩
う
空
間
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
ア
ナ
ロ
グ
時
計
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

問　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
防
犯
カ
メ
ラ
検
討
状
況
は
。

答　
子
育
て
支
援
課
長　
コ

コ
テ
ィ
す
ぎ
と
の
施
設
は
、

民
間
事
業
者
と
町
と
の
間
で

定
期
建
物
賃
貸
借
契
約
を
締

問　
水
道
水
は
命
に
関
わ
る

重
要
な
イ
ン
フ
ラ
だ
が
、
水

道
の
目
的
は
、
水
道
法
に
は

ど
う
書
い
て
あ
る
の
か
。

答　
上
下
水
道
課
長　
水
道

法
の
第
１
条
に
は
、
水
道
の

3
原
則
「
清
浄
・
豊
富
・
低

廉
」
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

問　
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
の
中

で
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
県
水
が
上
が
っ
た
場
合

に
は
、
県
水
値
上
げ
分
を
一

般
会
計
か
ら
補
填
し
て
値
上

げ
を
抑
え
る
べ
き
で
は
。

答　
同
課
長　
一
般
会
計
か

ら
の
補
填
は
予
定
し
て
い
ま

せ
ん
。

問　
令
和
５
年
度
の
水
道
料

金
の
未
納
者
は
何
世
帯
か
。

答　
同
課
長　
実
際
に
滞
納

に
伴
う
給
水
停
止
を
行
っ
た

方
は
、
119
件
と
な
り
ま
す
。

問　
水
道
料
金
を
引
き
上
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
滞
納
世
帯

が
増
え
る
こ
と
が
心
配
で
あ

る
。
給
水
停
止
に
な
ら
な
い

よ
う
、
支
払
い
で
き
る
水
道

料
金
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
町
長　
令
和
７
年
度
に

開
催
予
定
の
水
道
事
業
経
営

審
議
会
で
、
水
道
料
金
等
の

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
県
水
の
値
上
げ
を

そ
の
ま
ま
町
民
に
転
嫁
し
な

「
コ
コ
テ
ィ
す
ぎ
と
」の
こ
れ
か
ら
は

多
世
代
が
憩
う
公
共
空
間
を
目
指
し
ま
す

一般質問

一般質問
二次元コード

支
払
い
で
き
る
水
道
料
金
に
す
べ
き
で
は

水
道
事
業
経
営
審
議
会
で
検
討
し
ま
す

▲　心地いい「ココティ」に

▲　水は生きるために必要

一般質問
二次元コード

江
え

口
ぐ ち

栄
え い

子
こ

議員

冨
と み

澤
ざ わ

義
よ し

之
ゆ き

議員



11 こんにちは杉戸議会です　第127号

　令和６年12月19日、全国町村議会議長会主催の「第 39 回町
村議会広報全国コンクール」審査会が行われました。全国 311の
町村議会から応募があった中、「こんにちは杉戸議会です」は、「表
紙デザイン賞」で銅賞を受賞しました。
　審査委員長の芳野政明氏から、次の講評をいただきました。
　「表紙デザイン賞銅賞。読者に手に取ってもらえる議会だよりへ
の挑戦があります。表紙のテーマが関心を引く好企画にドラマチ
ックで洗練されたデザインです。巻頭企画、『町民の生の声　議
会懇談会』の参加者インタビューなど、住民登場もあり、新規読
者の拡大が進みそうです。引き続き紙面刷新へ一層の工夫と進化
を期待します。」
　これからも、「み
んなが思わず手に
取ってめくってみた
くなる議会だより」
を目指し、攻めの
姿勢を貫きます。

議
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　
有
料
の
戸
別
収
集
に
な

っ
た
と
き
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
同
課
長　
粗
大
ご
み
を

出
す
時
期
を
自
分
で
調
節

で
き
る
よ
う
に
な
る
一
方
で
、

ご
み
を
出
す
際
の
予
約
が
必

要
に
な
る
等
で
す
。

問　
現
在
、
当
町
で
は
粗
大

ご
み
の
回
収
が
無
料
で
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
町

外
か
ら
の
持
ち
込
み
が
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
情
報
も
あ

る
。
仮
に
、
そ
れ
ら
を
町
で

処
分
し
て
い
る
と
し
た
ら
町

民
の
血
税
の
使
わ
れ
方
と
し

て
不
健
全
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
現
状
は
。

答　
環
境
課
長　
直
接
の
持

ち
込
み
は
、
本
人
確
認
書

類
な
ど
の
提
示
を
お
願
い
す

る
の
で
、
町
内
発
生
の
ご
み

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

集
積
所
か
ら
収
集
の
場
合
は
、

確
認
を
と
る
の
が
難
し
く
、

持
ち
込
み
を
疑
わ
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

問　
今
後
の
予
定
は
。

答　
同
課
長　
粗
大
ご
み
の

処
理
量
は
、
令
和
５
年
度

で
420
ｔ
、
処
理
費
だ
け
で
３

５
０
０
万
円
か
か
っ
て
お
り
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
将

来
的
に
は
無
料
で
の
収
集
が

難
し
く
な
る
も
の
と
想
定
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
令
和
７
年
度

に
改
定
を
予
定
し
て
い
る
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の

策
定
の
際
に
実
施
す
る
審
議

会
の
中
で
、
処
理
に
係
る
住

民
負
担
な
ど
に
つ
い
て
も
審

粗
大
ご
み
の
回
収
の
今
後
は

令
和
7
年
度
の
審
議
会
で
検
討
し
ま
す
一般質問
二次元コード

一般質問・広報全国コンクール

▲　処理される粗大ごみ

▲　がんばった甲斐がありました

▲　受賞した令和６年 6 月議会号

大
お お

橋
は し

芳
よ し

久
ひ さ

議員

広報全国コンクール 表紙デザイン賞 銅賞広報全国コンクール 表紙デザイン賞 銅賞!!

銅賞：埼玉県杉戸町議会
金賞：沖縄県南風原町議会
銀賞 ： 岩手県雫石町議会
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一般会計予算

　

も
は
や
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
調
査
や
研
究
を
し
て
い
る

段
階
で
は
な
い
。
チ
ー
ム
を
作
り
や

っ
て
み
る
段
階
だ
。
何
億
の
歳
入
増

を
目
指
す
の
か
具
体
的
に
お
答
え
く

だ
さ
い
。
１
億
か
5
億
か
10
億
か
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
編
成
に
は
関

係
各
課
と
の
調
整
が
必
要
に
な
る
。

目
標
金
額
に
つ
い
て
は
令
和
５
年
度

の
決
算
額
（
約
６
７
０
０
万
円
）
を

上
回
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

政
（
ま
つ
り
）

　

実
質
公
債
費
比
率
や
将
来

負
担
比
率
の
財
政
指
標
は
良

好
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
町
長
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
実
現
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
達
成
に

よ
り
、
さ
ら
に
住
み
や
す
い

町
と
な
り
、
町
の
発
展
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
計

画
的
な
施
策
の
実
行
、
財
源
の
確
保
、

関
係
者
と
の
調
整
、
さ
ら
に
進
捗
を

報
告
す
る
こ
と
で
、
町
民
の
信
頼
を

得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

創　

新

　

こ
れ
ま
で
努
力
し
た
こ
と

が
実
を
結
ぶ
事
業
は
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費

補
助
制
度
、
少
人
数
支
援
室

を
新
た
に
杉
戸
南
中
学
校
に
設
置
、

が
ん
患
者
の
精
神
的
負
担
軽
減
の
た

め
の
ウ
ィ
ッ
グ
や
胸
部
補
整
具
の
購

入
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を

新
規
に
実
施
し
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
と
し
て
相
続
財
産
清

算
人
制
度
の
活
用
や
相
続
押
し
か
け

講
座
を
開
催
。
ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
機
能

の
電
子
住
宅
地
図
を
導
入
し
ま
す
。

公 
明 

党

　

財
政
状
況
が
厳
し
い
と
言

い
な
が
ら
、
ア
グ
リ
パ
ー
ク

の
改
修
工
事
に
は
３
億
４
０
０
０
万

円
も
の
巨
費
を
投
じ
る
大
盤
振
る
舞

い
。
一
方
で
学
校
給
食
費
の
無
償
化

拡
大
は
見
送
っ
た
。
優
先
順
位
を
間

違
え
て
や
し
な
い
か
。

　

優
先
順
位
で
最
重
要
視
す

る
点
は
人
口
減
少
対
策
と
施

設
老
朽
化
対
策
で
す
。
同
施
設
の
改

修
は
、
施
設
老
朽
化
対
策
で
あ
り
、

人
口
減
少
対
策
と
し
て
も
町
の
魅
力

向
上
や
地
域
経
済
縮
小
の
歯
止
め
に

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

日
本
共
産
党

令和７年３月定例会は、２月10日から３月24日までの43日間の日程で開催しました。町長から
提出された一般会計予算をはじめ、令和６年度の補正予算や条例改正など28議案を可決しました。
また、一般会計予算に関する附帯決議案を提出し、可決しました。さらに議員提出議案として５議案を審議し、可決しました。

一
般
会
計
予
算
総
括
質
疑

一
般
会
計
予
算
総
括
質
疑

改
修
工
事
の
設
計
意
図
は
。

開
園
か
ら
23
年
が
経
過
し
、
施

設
の
老
朽
化
に
伴
い
屋
根
・
外

壁
改
修
工
事
が
必
要
に
な
り
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て

長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
直
売
所

を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
工

事
費
の
削
減
や
国
庫
補
助
金
の

獲
得
に
よ
る
財
政
的
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
か
っ
た
た
め
で
す
。

直
売
所
を
拡
張
し
、
セ
ミ
セ
ル

フ
レ
ジ
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
町
内
外
か
ら
の
定
住
・
移
住

促
進
、
交
流
人
口
が
増
え
る
と

答
弁
し
て
い
る
が
、
促
進
効
果

に
具
体
的
な
数
字
は
あ
る
の
か
。

各
施
策
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て

総
合
的
に
効
果
が
発
現
さ
れ
る

の
で
具
体
的
な
数
字
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

ア
グ
リ
パ
ー
ク
の
象
徴
で
あ
る

ア
ー
チ
の
屋
根
下
に
増
築
す
る

こ
と
を
誰
が
決
め
た
の
か
。

増
築
す
る
場
合
は
そ
の
場
所
が

限
ら
れ
て
お
り
最
終
的
に
町
で

決
定
し
ま
し
た
。

直
売
所
と
食
堂
を
つ
な
げ
る
必

要
性
は
。

回
遊
性
を
高
め
る
こ
と
と
、
直

売
所
と
レ
ス
ト
ラ
ン
が
一
体
的

に
な
っ
て
い
る
道
の
駅
が
多
い

た
め
で
す
。

多
く
の
議
員
が
こ
の
設
計
に
嫌

悪
感
を
抱
い
て
い
る
。
増
築
あ

り
き
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、

屋
根
・
外
壁
改
修
工
事
と
今
あ

る
直
売
所
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る

よ
う
な
考
え
は
な
い
の
か
。

町
と
し
て
は
屋
根
・
外
壁
改
修

工
事
と
同
時
に
行
う
メ
リ
ッ
ト

を
勘
案
し
て
今
回
の
提
案
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

歳入の
確保策は

町長公約の
実現は

令和７年度
施政方針に
ついて

政策の優先順位
を間違えてやし
ないか

問

問

問

問

答

答

答

答

上田 聡 議員

市毛 大助 議員原田 壽々子 議員

平川 忠良 議員

「笑顔がうまれる町・選ばれる町」「笑顔がうまれる町・選ばれる町」
になるのか?になるのか?

令和７年度
一般会計予算

ア
グ
リ
パ
ー
ク
増
築
工
事

問

問

問問問 答

答
予
定
地
の
境
界
が
広
い
範
囲
で

明
確
に
な
っ
て
い
な
い
と
聞
い

て
い
る
が
。

道
路
予
定
地
取
得
に
伴
う
用
地

買
収
対
象
筆
数
が
50
筆
、
そ
の

う
ち
確
定
済
み
が
9
筆
、
41
筆

が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

令
和
5
年
度
か
ら
進
展
の
な
い

こ
の
事
業
に
今
ま
で
か
か
っ
た

費
用
は
。

合
計
５
１
６
３
万
８
９
５
０
円

と
な
り
ま
す
。

下
野
久
喜
線
に
つ
い
て

問問 答答

答答答

アグリパーク増築工事予定箇所

冨澤 義之 議員

ア
ー
チ
の
下
に
、
直
売
所
を
増
築

移
住
・
定
住
の
促
進
に
な
る
の
か
？！

なぜ!?
議会判断として

即必要 ! ◯屋根・外壁改修工事� 約 1億 9600万円

議会判断として

要検討 ◯直 売 所 増 築 工 事� 約 1億  787万円

質疑はアグリパーク直売所増築工事と下野久喜線に集中!
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附帯決議とは　議案の可決後に、議会の意見や要望を表明するもの。法的拘束力はありませんが、尊重されるべきものとされています。

条
件
付
き
討
論
は
、
あ
り

得
な
い
。
し
っ
か
り
と
否

決
し
、
修
正
案
を
出
す
か

執
行
部
か
ら
の
修
正
案
を

待
つ
の
が
本
筋
で
あ
る
。

こ
の
附
帯
決
議
に
よ
り
、
国

の
補
助
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

最
後
の
仕
上
げ
と
あ
る
が
、

今
回
の
修
繕
を
し
た
だ
け
で

完
成
と
考
え
て
い
る
の
か
。

１. 売り場の拡張について
（１）�使い勝手やデザイン、来場者の印象を考慮し、慎重に再考すること。

（２）初期コンセプトからの大幅な逸脱は行わないこと。

２. 危険箇所の修繕は速やかに行うこと

３. 検討の過程を議会に報告すること

宮田議員より令和７年度杉戸町一般会計予算に
対する附帯決議案が提出されました。

附　帯　決　議

今
後
の
公
募
も
考
え
、
増

築
を
一
旦
否
決
し
第
三
セ

ク
タ
ー
と
し
て
の
ア
グ
リ

パ
ー
ク
の
あ
り
方
を
議
論

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

空
き
家
対
策
、
新
規
創
業
者

支
援
な
ど
、
町
の
発
展
の
た
め

の
事
業
が
数
多
く
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
方
、
下
野
久
喜
線
で
は
、

将
来
の
見
通
し
が
な
い
委
託
料

計
上
、
民
生
費
の
増
大
を
一
因

と
し
、
道
路
や
水
道
管
な
ど
の

十
分
に
行
き
届
い
て
い
な
い
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
改
善
を
求
め
ま

す
。
家
族
・
地
域
の
絆
を
よ
り

一
層
に
強
化
し
て
、
自
助
と
支

え
合
い
を
ベ
ー
ス
に
し
た
社
会

保
障
が
大
切
で
す
。

　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
の
直
売
所
拡

張
は
立
ち
止
ま
り
、
町
民
と
の

合
意
形
成
を
図
っ
た
上
で
再
検

討
し
、
ま
ず
は
既
存
の
直
売
所

を
フ
ル
活
用
し
た
魅
力
ア
ッ
プ

を
要
望
し
ま
す
。

無
会
派�

久
松 

祐
樹

賛　　成賛　　成

反　　対反　　対

　

行
政
需
要
が
年
々
増
加
し
て
お

り
、
あ
れ
も
こ
れ
も
の
時
代
か
ら
、

選
択
と
集
中
の
時
代
へ
と
変
化
す

る
中
、
優
先
順
位
を

付
け
て
の
予
算
化
が

必
須
と
な
り
、
真
に

必
要
な
予
算
を
配
分

す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
。

　

ま
た
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効

に
活
用
し
予
算
編
成
が
で
き
た
こ

と
は
、
テ
ー
マ
で
あ
る
「
み
ん
な

が
住
み
た
い
と
思
え
る
町
」
に
繋

げ
ら
れ
た
も
の
と
評
価
し
ま
す
。

　

な
お
、
ア
グ
リ
パ
ー
ク
の
観
光

・
交
流
拠
点
の
機
能
強
化
と
し
て
、

直
売
所
の
増
築
工
事
に
つ
い
て
は
、

使
い
勝
手
や
デ
ザ
イ
ン
等
を
十
分

考
慮
し
、
慎
重
に
遂
行
し
て
い
く

こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

政
（
ま
つ
り
）�

野
口 

俊
彦

　

事
務
事
業
の
総
点
検
を
実
施
、

歳
入
の
確
保
で
令
和
６
年
度
と

比
較
し
８
７
３
０
万
６
千
円
増
、

歳
出
の
縮
減
４
１
３
０
万
５
千

円
を
評
価
し
ま
す
。

　

事
業
で
は
小
中
学
校
7
校
の

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
、

交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な
緊

急
防
災
減
災
事
業
債
を
活
用
し

て
い
ま
す
。
一
般
質
問
で
取
り

上
げ
た
が
ん
患
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
の
ウ
ィ
ッ
グ
等
の
補
助

事
業
や
１
か
月
児
健
診
助
成
事

業
が
始
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
定
期
接
種
化
と
な
る
が
、

町
独
自
助
成
を
要
望
し
ま
す
。

待
望
の
手
話
言
語
条
例
が
制
定
、

ご
み
分
別
ア
プ
リ
に
英
語
・
中

国
語
版
の
追
加
、
評
価
し
ま
す
。

公
明
党�

平
川 

忠
良

　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
は
特
長
の
ア

ー
チ
を
塞
ぐ
案
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ア
ー
チ
を
塞
ぐ
な
と

い
う
の
が
多
く
の
町
民
の
意
見

で
す
。

　

ま
た
、
下
野
久
喜
線
で
は
地

権
者
・
関
係
者
と
じ
っ
く
り
話

し
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
予
算
が
足
り
な
い

中
、
町
長
交
際
費
を
流
用
し
て

対
応
し
て
い
る
こ
と
は
、
職
員

の
気
持
ち
を
離
れ
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
と
忠
告
し

ま
す
。

　

予
算
自
体
は
窪

田
色
の
薄
い
一
般
的
な

予
算
と
な
っ
て
お
り
、
賛
成
し

ま
す
。

創　
新�

大
橋 
芳
久

　

町
長
公
約
の
下
野
久
喜
線
に

令
和
5
年
度
よ
り
５
１
６
３
万

円
を
使
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
４

０
０
０
万
円
の
道
路
維
持
管
理

費
用
で
は
、
町
役
場
職
員
が
現

場
作
業
を
行
う
な
ど
、
町
内
全

域
の
道
路
維
持
事
業
に
必
要
な

費
用
と
し
て
と
て
も
足
り
ま
せ

ん
。
今
す
ぐ
下
野
久
喜
線
に
係

る
費
用
は
凍
結
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。

　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
の
屋
根
・
外

壁
補
修
は
す
ぐ
に
で
も
行
う
べ

き
で
す
が
、
必
要
な
の
は
、
新

し
い
直
売
所
で
は
な
く
消
費
者

が
「
わ
ざ
わ
ざ
行
き
た
い
」
と

思
え
る
よ
う
な
経
営
を
す
る
こ

と
と
第
三
セ
ク
タ
ー
あ
り
き
の

考
え
方
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

無
会
派�

栗
原 

偉
憲

　

ま
ず
、
停
滞
・
後
退
的
側
面

を
指
摘
し
、
反
対
し
ま
す
。

①
町
長
公
約
で
あ
る
学
校
給
食

費
の
完
全
無
償
化
を
先
送
り
に

②
巡
回
バ
ス
の
土
曜
便
追
加
や

デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
運
行
を

先
送
り
に
③
国
保
の
「
子
ど
も

均
等
割
の
多
子
世
帯
減
免
」
へ

の
繰
出
し
を
終
了
④
廃
業
を
前

提
と
し
た
農
地
集
積
事
業
の
推

進
。

　

次
に
、
浪
費
的
側
面
を
指
摘

し
、
反
対
し
ま
す
。

①
指
定
管
理
料
や
、
役
場
Ｄ
Ｘ

推
進
事
業
等
に
係
る
委
託
料
等

物
件
費
の
大
幅
な
増
大
②
実
現

が
危
ぶ
ま
れ
る
下
野
久
喜
線
整

備
事
業
や
ア
グ
リ
パ
ー
ク
直
売

所
の
拡
張
等
不
要
不
急
の
大
型

公
共
工
事
。

日
本
共
産
党�

上
田 

聡

宮田 雄一 議員

上田 聡 議員

栗原 偉憲 議員

賛成 10 人賛成 10 人　　反対 4 人反対 4 人で 可 決可 決

太田 康之 議員
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収
納
率
向
上
へ
の

取
り
組
み
は
。

　

早
期
の
段
階
で
滞

納
整
理
を
図
る
た
め

に
、
督
促
状
や
債
権
の
差

し
押
さ
え
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

被
保
険
者
一
人
当

た
り
及
び
１
世
帯
当

た
り
の
国
民
健
康
保
険
税

額
の
平
均
額
は
。

　

ま
た
、
課
税
所
得
と
国

民
健
康
保
険
税
の
負
担
率

は
。　

平
均
額
は
１
人
当

た
り
10
万
１
６
７
６

円
、
１
世
帯
当
た
り
14
万

７
０
２
３
円
で
す
。

　

ま
た
、
１
人
当
た
り
の

所
得
は
67
万
３
７
４
６
円
、

負
担
率
は
15.1
％
、
１
世
帯

当
た
り
の
所
得
は
97
万
４

２
３
９
円
で
、
負
担
率
は

同
じ
く
15.1
％
で
す
。

　

第
８
期
に
比
べ
て
保
険
料
が
年
額
６
８
０
０
円
も
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
保
険
料

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

介　

護　

保　

険

賛
成
11
・
反
対
３
で
可
決

国
民
健
康
保
険

　

さ
ら
に
税
率
を
引
き
上
げ
、

子
ど
も
均
等
割
の
多
子
世
帯
減

免
制
度
を
廃
止
し
た
と
し
て
反

対
す
る
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

賛
成
11
・
反
対
３
で
可
決

気軽に相談できます「すぎぴょんカフェ」

高
齢
者
の
頼
れ
る

�

相
談
相
手

　

在
宅
で
介
護
を
受

け
て
い
る
人
数
は
。

　

令
和
６
年
12
月
時

点
で
、
要
支
援
251
人
、

要
介
護
１
２
６
７
人
で
す
。

　

介
護
予
防
住
宅
改

修
事
業
と
は
。

　

生
活
環
境
を
整
え
、

よ
り
安
全
な
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
手
す
り
の

取
り
付
け
な
ど
の
住
宅
改

修
に
対
し
、
20
万
円

を
上
限
と
し
て
、
費
用
の

７
割
か
ら
９
割
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

　

介
護
認
定
審
査
会

の
デ
ジ
タ
ル
化
と
は
。

　

介
護
認
定
審
査
件

数
の
増
加
に
伴
う
業

務
量
の
増
加
と
そ
れ
に
よ

る
介
護
認
定
の
遅
れ
を
回

避
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。
審
査
会
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

　

生
活
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
謝
礼
と
は
。

　

高
齢
者
世
帯
等
の

ゴ
ミ
出
し
支
援
サ
ポ

ー
タ
ー
に
対
す
る
謝
礼
で

す
。
32
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー

が
活
動
し
て
お
り
、
謝
礼

は
１
回
あ
た
り

110
円

で
年
15
万
８
４
０
０
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
電
話
相
談

業
務
委
託
料
の
直
近

の
状
況
は
。

　

今
年
度
は
１
月
末

ま
で
で
、

316
件

で
す
。
内
容
は
病
気
に
関

す
る
も
の
が
半
数
以
上
で
、

高
齢
者
の
相
談
先
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

認
知
症
カ
フ
ェ
会

場
使
用
料
が
計
上
さ

れ
て
い
な
い
理
由
は
。

　

令
和
６
年
度
に
会

場
費
の
負
担
が
な
く

開
催
で
き
た
た
め
、
次
年

度
に
計
上
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

な
お
、
ウ
エ
ル
シ
ア
杉

戸
倉
松
店
で
開
催
し
て
い

る
す
ぎ
ぴ
ょ
ん
カ
フ
ェ
は
、

お
店
の
ご
厚
意
で
場
所
の

提
供
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

特別・企業会計予算特別・企業会計予算
あなたの生活に密着!!あなたの生活に密着!!
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水
道
管
の
耐
震
化

率
は
。

　

令
和
７
年
度
末
で

16.7
％
に
な
る
予
定
で

す
。　

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ

ー
取
付
委
託
料
と
は
。

　

町
立
小
中
学
校
８

校
に
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
を
導
入
し
ま
す
。
小

中
学
校
で
は
い
っ
た
ん
漏

水
す
る
と
、
量
が
多
く
な

る
傾
向
に
あ
る
た
め
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
施
設
管

理
の
省
力
化
が
図
れ
る
と

と
も
に
、
給
水
収
益
の
確

保
に
つ
な
が
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

※�

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
と

は
…
遠
隔
で
水
使
用
量

を
自
動
計
測
・
送
信
す

る
デ
ジ
タ
ル
機
器

　

雨
水
管
路
費
の
中

の
修
繕
費
の
内
容
は
。

　

第
１
雨
水
幹
線
お

よ
び
西
排
水
機
場
の

設
備
維
持
の
修
繕
、

西
調
整
池
の
法の

り

面
の
修
繕

を
行
う
も
の
で
す
。

　

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
が
果
た
す
役
割
は
。

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
検
査

結
果
は
。

　

令
和
６
年
４
月
に

実
施
し
ま
し
た
。
結

果
は
、
水
質
目
標
値
50
ナ

ノ
グ
ラ
ム
パ
ー
リ
ッ
ト
ル

に
対
し
、
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム

パ
ー
リ
ッ
ト
ル
未
満
の
定

量
の
下
限
値
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

令
和
７
年
度
で
は
、
年

４
回
の
検
査
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

※�

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
は
…
耐
水

・
耐
油
性
の
あ
る
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
で
分
解

さ
れ
に
く
い
。
体
内
に

蓄
積
さ
れ
、
が
ん
の
リ

ス
ク
が
増
加
す
る
と
さ

れ
る
。
各
地
で
検
出
さ

れ
危
険
視
さ
れ
て
い
る
。

　

下
水
道
は
自
然
勾

配
で
上
流
か
ら
下
流

に
流
れ
て
い
く
も
の
で
す

が
、
高
低
差
に
よ
っ
て
流

れ
な
い
場
所
に
あ
る
マ
ン

ホ
ー
ル
内
に
ポ
ン
プ
を
設

置
し
ま
す
。

　

そ
の
ポ
ン
プ
に
よ
っ
て

汚
水
を
く
み
上
げ
、
下
流

に
流
下
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

八
潮
市
で
起
き
た

下
水
道
事
故
の
影
響

は
。　

約
２
週
間
で
約
50

件
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
、

下
水
道
の
区
域
か
、
浄
化

槽
の
区
域
か
、
何
を
す
れ

ば
よ
い
の
か
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
調
査
対
象
外
で

し
た
が
、
管
径
１
ｍ
で
あ

る
箇
所（
高
野
台
と
倉
松
）

を
早
急
に
点
検
し
、
異
常

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
各
小
中
学
校
に
設
置
す
る

な
ど
水
道
事
業
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
関
す
る
質
疑
も
あ
り
ま
し
た
。

　

八
潮
市
に
お
け
る
道
路
陥
没
事
故
に
よ
り
、
下
水
道
施
設

を
含
め
た
イ
ン
フ
ラ
に
安
全
を
求
め
る
声
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
。今
議
会
で
は
、こ
れ
に
関
連
す
る
質
疑
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

水　
　
　
　
　
道

下　
　
水　
　
道

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

スマートメーター

水質検査の結果

西調整池の写真

次木杉戸線の工事箇所

　

給
水
収
益
が
前
年

度
比
約
0.7
％
増
に
な

る
と
見
込
ん
だ
理
由
は
。

　

令
和
６
年
度
当
初

予
算
で
は
、
物
価
高

騰
対
策
と
し
て
の
水
道
基

本
料
金
免
除
に
係
る
補
助

金
分
が
引
か
れ
て
計
算
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
そ
れ
が
な
い
た
め
で

す
。

　

県
道
次
木
杉
戸
線

歩
道
整
備
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

　

令
和
６
年
度
で
道

路
の
詳
細
設
計
が
完

了
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和

７
年
度
に
支
障
物
件
の

移
転
や
協
議
が
完
了
次
第
、

工
事
に
着
手
す
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　

水
道
管
の
移
設
費
用
は

道
路
占
用
許
可
を
受
け
て

埋
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、

町
負
担
と
な
り
ま
す
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑



16令和７年５月１日発行

補正予算

一般会計補正予算

（宮代町中島交差点ｰ
� 大落古利根川ｰ県道堤根杉戸線）

都市計画道路都市計画道路
新橋通新橋通りり線線のの進捗進捗はは

新橋通り線予定地

下野久喜線 道路詳細設計下野久喜線 道路詳細設計
未実施未実施のの理由理由はは

　県道さいたま幸手線（御成街道）との交差点の協議等に
時間を要したことから、業務完了が年度末となり、令和６

年度での詳細設計の事業着手が困難となったためです。
　そのため、当初令和 10 年度に県道さいたま幸手線までの開通
する計画は、１年遅れの令和 11 年度を予定しています。

　現在、宮代町の中島交差点から大落古利根川
までの宮代区間と、大落古利根川から県道堤根

杉戸線までの杉戸区間において埼玉県が事業認可を取
得し、事業を進めています。
　令和６年度は、宮代区間は用地買収を進め、大落古
利根川に係る橋りょうの詳細設計を実施しました。
　尚、橋りょう整備は全て埼玉県が施行し、町負担は
ありません。

昌平中学・高校入口

　ロビー・大広間のエアコンの更新工事と水風呂
の冷却装置の更新工事について、必要な材料の納
品に時間がかかり、年度内に完了できない可能性
があり、繰越明許の設定（翌年度に繰り越しして
使用）を行いました。
＜補正予算議決後　→　材料納品により、年度内
に更新工事完了しました。＞

エコ・スポいずみ

答

答

全員賛成で可決

エコ・スポいずみ施設改修エコ・スポいずみ施設改修
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条例・請願

　

条
例
改
正
の
目
的
と
趣
旨
は
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
機
能
を
搭
載
し
た
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
と
し
て
使
え
、

令
和
７
年
春
頃
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
お
よ
び
ア
イ
フ
ォ
ン

へ
当
該
機
能
を
追
加
予
定
で
す
。
実
証
実
験
後
、
医
療

機
関
等
で
の
普
及
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
機
能
を

搭
載
す
る
と
い
う
個
人
情
報
の
さ
ら
な
る
一
元
化
が
、
情

報
漏
洩
の
危
険
性
を
一
層
増
大
さ
せ
る
と
い
う
反
対
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
事
業
者
間
の
取
引
の
消
費
税
額
を
正
確
に
把
握
し
、
よ
り
公
正
な

税
制
を
実
現
す
る
の
が
狙
い
で
、
本
来
の
国
に
収
め
る
べ
き
消
費
税
が
事
業
者
の
手
元
に
残

る
『
益
税
』
解
消
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
制
度
廃
止
は
一
転
し
て
、
混
乱
を
き
た
す
」
と
い

う
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
一
部
改
正

賛
成
11
・
反
対
３
で
可
決

　

条
例
改
正
に
よ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
と
利
用
者
へ
の
影
響
は
。

　

一
つ
の
セ
ン
タ
ー
で
退
職
者
等
が
生
じ
て
も
、

非
常
勤
職
員
で
も
可
と
な
れ
ば
、
補
充
の
可
能
性

は
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
と
合
わ
せ
れ
ば
、
人
員
基
準
は
満
た
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
欠
員
に
よ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
存
続
が
困
難
と
な
る
事
態
は
避
け
ら
れ
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
配
置
の
基
準
を
緩
和

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
職
員
の
労
働
強
化
を
招
く
恐
れ
が

あ
る
と
い
う
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
配
置

賛
成
11
・
反
対
３
で
可
決

請願者　住所　北葛飾郡杉戸町杉戸２－１５－２３
団体名　埼玉県土建一般労働組合宮代支部　　代表者　鈴木　重夫

【請願事項】
消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止を求める意見書を国に提出してください。

【請願理由】※抜粋
　消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）が始まり１年が経ちました。事業者は、コロナ禍の経
済的な影響に加え、急激な仕入価格高騰により事業収益を大幅に減らしています。
　インボイス制度導入により、フリーランスや一人親方、農畜産事業者などを含めた個人事業主1600万人と
もいわれている免税事業者にとっては、大増税か廃業の選択を迫られました。インボイス登録をしない免税
事業者に対する値引き要求や取引からの排除などが発生し、消費税分を転嫁できず自腹を切る実態もでてい
ます。
　インボイスに登録すれば、所得が赤字であっても否応なく消費税を徴収され、厳しい経営に更に税負担と
事務負担を与えることとなり、地域経済の悪化は避けられません。
　また、インボイス制度による負担増加分を価格に転嫁せざるを得なくなり、消費者にとっては更なる物価
高騰にもつながります。
　インボイス制度は、全ての事業者へのさらなる税負担、事務負担を押し付ける制度です。円安と物価高騰
にあえぐ日本経済再生のために、国民にあらたな負担増を引き起こしている適格請求書等保存方式（インボ
イス制度）の廃止を求めます。
　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、「インボイス制度廃止」の意見書を国に対して提出することを
求めます。

消費税の適格請求等保存方式の廃止を求める意見書を国に提出

請願書　採択

国国にに「消費税「消費税のの適格請求書等保存方式（インボイス制度）適格請求書等保存方式（インボイス制度）
廃止廃止のの意見書」意見書」のの提出提出をを求める件求める件

賛成10・反対４で採択

主
な
質
疑

主
な
質
疑



18令和７年５月１日発行

臨時会

下
高
野�

片か
た

岡お
か 

紀き

代よ

子こ

さ
ん

　

電
気
、
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン

そ
し
て
米
に
卵
な
ど
、
ど
れ

も
生
活
に
必
要
な
も
の
ば
か

り
が
価
格
高
騰
す
る
毎
日
に
、

数
か
月
と
は
い
え
水
道
費
、

給
食
費
の
無
料
は
家
計
に
潤

い
が
戻
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
も
続
く
で

あ
ろ
う
こ
の
状
況
に
は
不
安

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

遠
い
将
来
を
見
据
え
た
根

本
的
な
政
策
で
、
ど
の
世
代

の
方
も
安
心
し
た
暮
ら
し
の

で
き
る
杉
戸
町
を
望
み
ま
す
。

茨

島�

藤ふ
じ

城し
ろ 

千ち

尋ひ
ろ

さ
ん

　

給
食
費
が
2
か
月
分
免
除

と
な
り
、
と
て
も
あ
り
が
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。
子
供
た

ち
が
毎
日
お
い
し
く
給
食
を

食
べ
ら
れ
る
こ
と
自
体
が
と

て
も
貴
重
で
あ
り
が
た
い
こ

と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
だ

　

　

支
給
対
象
者
数
と
低

所
得
者
世
帯
数
、
低
所

得
世
帯
等
臨
時
給
付
金
１
億

５
７
０
０
万
円
の
積
算
は
。

　

令
和
６
年
度
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
対
象

世
帯
数
は
４
８
３
２
世
帯
で
、

こ
ど
も
加
算
は
351
世
帯
の
602

人
で
す
。
令
和
６
年
度
住
民

税
非
課
税
の
世
帯
が
１
世
帯

当
た
り
３
万
円
、
児
童
１
人

当
た
り
２
万
円
で
積
算
し
ま

し
た
。

　

水
道
基
本
料
金
を
４

か
月
間
免
除
と
決
め
た

理
由
は
。

　

水
道
事
業
の
収
益
が

減
少
傾
向
に
あ
り
、
現

在
大
変
厳
し
い
経
営
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。
４
か
月
間

を
超
え
た
期
間
と
し
た
場
合
、

水
道
事
業
単
独
で
基
本
料
金

の
免
除
を
実
施
す
る
こ
と
が

不
可
能
で
す
。

　

町
民
へ
の
周
知
方
法

は
。

　
「
広
報
す
ぎ
と
」
３

月
号
及
び
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
前
回
同
様
、
検
針
の

際
に
チ
ラ
シ
を
各
戸
に
配
布

し
、
周
知
を
図
り
ま
す
。

　

免
除
と
し
た
理
由
は
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料

品
の
物
価
高
騰
に
伴
う

子
育
て
世
帯
等
へ
の
支
援
と

し
て
、
令
和
７
年
２
月
・
３

月
分
の
２
か
月
分
を
免
除
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
負
担
は
な

い
の
か
。

　

保
護
者
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

保
護
者
へ
の
周
知
は

ど
う
進
め
る
の
か
。

　

学
校
を
通
じ
て
個
別

の
文
書
に
て
周
知
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

か
ら
こ
そ
、
今
後
も
給
食
の

維
持
の
た
め
に
、
自
分
た
ち

が
払
う
こ
と
で
支
え
て
い
く

こ
と
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
子
供
た
ち

の
た
め
に
、
給
食
を
続
け
て

い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

水
道
基
本
料
金
の
免
除
は

あ
り
が
た
く
感
じ
ま
し
た
が
、

水
道
管
の
維
持
や
補
修
な
ど

の
た
め
に
水
道
料
金
の
値
上

げ
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い

う
話
も
耳
に
し
ま
す
。

　

今
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
う
し
た
補
助
が
一
時
的
な

も
の
だ
け
で
な
く
、
水
道
設

備
の
維
持
に
も
つ
な
が
る
よ

う
な
形
で
活
用
さ
れ
る
と
良

い
な
と
感
じ
ま
し
た
。　

下
高
野�

志し

田だ 

麻ま

衣い

さ
ん

　

子
供
た
ち
や
子
育
て
世
代

の
た
め
に
、
補
助
金
を
出
し

て
い
た
だ
い
て
物
価
高
の
現

在
で
は
家
計
に
は
と
て
も
助

か
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
子
育

て
を
終
え
た
自
分
や
大
人

に
な
っ
た
子
供
た
ち
の
数

年
後
を
考
え
る
と
〝
東
武

動
物
公
園
の
近
く
に
住
ん
で

る
〟と
言
わ
な
く
て
い
い
町
。

『
〇
〇
と
言
っ
た
ら
杉
戸
町

ね
！
』
と
な
る
よ
う
な
町
づ

く
り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　

次
世
代
を
担
っ
て
い
く
子

供
た
ち
の
た
め
に
も
杉
戸
町

の
良
さ
を
こ
れ
か
ら
も
増
や

し
て
く
だ
さ
い
。

内

田�

長お
さ

田だ 

由ゆ

紀き

子こ

さ
ん

　

給
食
費
の
免
除
は
2
か
月

間
で
あ
っ
て
も
子
育
て
中
の

家
庭
に
と
っ
て
、
と
て
も
あ

り
が
た
い
支
援
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
未
来
を
担
う
子
供
た

ち
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

応
援
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
水
道
は
全
家
庭
に

お
い
て
必
ず
必
要
な
も
の
な

の
で
、
水
道
基
本
料
金
免
除

を
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
割

り
当
て
て
も
ら
え
て
あ
り
が

た
い
で
す
。
目
に
見
え
る
ク

リ
ア
な
お
金
の
使
い
方
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
21
日
に
臨
時
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
３
件
で
、
杉
戸
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
、
令
和
６
年
度
杉
戸
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）、
令
和
６
年

度
杉
戸
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
審
議
し
、全
て
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
て
、
低
所
得
世
帯
や
事
業
者
に
対
す
る
物
価

高
騰
対
策
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
経
費
の
追
加
等
を
行
う
も
の
で
す
。

�

低
所
得
世
帯
等
臨
時

給
付
金
給
付

　
低
所
得
世
帯
に
対
し
て

１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
の

支
給
（
こ
ど
も
加
算
１
人

あ
た
り
２
万
円
支
給
）

　
児
童
・
生
徒
の
学
校
給

食
賄
材
料
費
の
２
か
月
分

（
２
〜
３
月
分
）
を
免
除

補
正
予
算
に
対
す
る
町
の
声

令
和
６
年
度
杉
戸
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

学
校
給
食
賄
材
料
費
免
除

�

２
５
５
０
万
３
千
円

主
な
質
疑

�
水
道
基
本
料
金
免
除

�
６
４
１
２
万
２
千
円

　
水
道
料
金
の
基
本
料
金
４
月

検
針
分
か
ら
４
か
月
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人事・議案賛否

※�当初予算と賛否が割れた議案のみ掲載しました。

令和７年 第２回 杉戸町議会定例会　議員別表決結果一覧
○…賛成　×…反対　欠…欠席　除…除斥　棄…棄権　※議長は表決に参加しないため、「−」となっています。

政
（まつり）

創　

 

新

共
産
党

日　
本

公
明
党

無
会
派

野
口　
俊
彦

濵
田　
章
一

冨
澤　
義
之

市
毛　
大
助

太
田　
康
之

原
田
壽
々
子

大
橋　
芳
久

宮
田　
雄
一

上
田　
　
聡

江
口　
栄
子

北
出　
惠
造

平
川　
忠
良

栗
原　
偉
憲

久
松　
祐
樹

伊
藤
美
佐
子

町
長
提
出
議
案

令和７年度　予算

一般会計　　163 億 5800 万円（前年度比 14.3% 増） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 × 〇 -

水道事業会計　　
収益的収入　10 億 3320 万 8000 円
収益的支出　11 億 158 万円
資本的収入　2 億 1 万円
資本的支出　５億 4126 万 5000 円

（前年度比（収益的支出と資本的支出の合計）4.4% 減）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

下水道事業会計　　
収益的収入　８億 3819 万 4000 円
収益的支出　８億 8885 万 6000 円
資本的収入　３億 4949 万円
資本的支出　４億 7176 万 4000 円

（前年度比（収益的支出と資本的支出の合計）0.8% 減）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

国民健康保険特別会計
46 億 6814 万 1000 円（前年度比 3.0% 減） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 -

後期高齢者医療特別会計
８億 7444 万 2000 円（前年度比 2.7% 増） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 -

介護保険特別会計
38 億 6406 万 5000 円（前年度比 6.6% 増） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 -

令和７年度　補正予算
水道事業会計（第１号）　　112 万 2000 円 増額
営業費用を追加をする補正。 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

条例の一部改正
情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利
便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るた
めのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整理
法律の改正に伴い関係条例を整理。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 -

杉戸町地域包括支援センターの職員等に係る基準を定める
条例及び杉戸町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営
並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正
介護保険法施行規則に規定された地域包括支援センターの
職員の配置基準の改正等、同規則の改正に伴い関係条例の
一部を改正。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 -

杉戸町手数料徴収条例の一部改正
建築基準法及び建築物のエネルギー消費性能の向上等に関
する法律の一部改正に伴う所要の改正。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × -

議
員
提
出
議
案

「議案第 23 号　令和７年度杉戸町一般会計予算」に対す
る附帯決議
アグリパークゆめすぎとの売り場の拡張について、使い勝
手やデザイン、来場者の印象を考慮し、慎重に再考するこ
と等を求める附帯決議。

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 -

請願書（国に「消費税の適格請求書等保存方式（インボ
イス制度）廃止の意見書」の提出を求める件）
「インボイス制度廃止」の意見書を国に対して提出すること
を求める請願書。

〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 -

消費税の適格請求書等保存方式の廃止を求める意見書
消費税の適格請求書等保存方式の廃止を求め、衆議院議長
等に対し意見書の提出。

〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 -

１月臨時会 傍聴者数

会 派 名

議員氏名
議案名

人　　事
第
１
回
臨
時
会

杉
戸
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

�

（
新
任
）

栗く
り 

原は
ら　
壱か

ず 

樹き 

氏
第
２
回
定
例
会

人
権
擁
護
委
員�（
新
任
）

馬ま 

島じ
ま 

由ゆ

美み

子こ 

氏

６月定例会は、
６月３日（火）
開会予定です。

（本会議）
１
月21日 1人

３月定例会 傍聴者数
（本会議）

２
月

10日 1人
12日 1人
17日 23人
18日 34人
19日 17人
27日 3人

３
月24日 9人

３
月 3日 総務建設�0人

教育厚生�1人

（常任委員会）

３
月

6日 � 0人
11日 � 3人
12日 � 0人
17日 � 2人

（予算特別委員会）



第
59号

編
集
後
記

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で

は
攻
め
の
改
革
を
進
め
、
つ
い

に
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
て

受
賞
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
」
を
合

言
葉
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
「
チ
。」
と
い
う
地

動
説
を
テ
ー
マ
に
し
た
ア
ニ
メ

を
見
ま
し
た
。
天
動
説
が
正
し

い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
時
代
に
、

地
動
説
は
異
端
思
考
と
し
て
弾

圧
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
き
。
そ

し
て
、
新
し
い
考
え
の
地
動
説

は
古
い
考
え
や
地
道
な
観
測
の

積
み
重
ね
の
上
に
生
ま
れ
た
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
考
え
や
変
化
は
す
ぐ

に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
ま
た
、
新

し
さ
だ
け
で
は
な
く
積
み
重
ね

も
大
切
な
の
だ
と
、
議
会
だ
よ

り
と
重
ね
合
わ
せ
て
見
て
お
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
頭
の
片
隅
に
留
め

改
革
に
臨
む
と
共
に
、
文
字
を

残
し
伝
え
る
こ
と
を
楽
し
め
れ

ば
と
思
い
ま
す
。�

（
太
田
康
之
）

こ
ん

に
ち

は
 杉

戸
議

会
で

す

　
国
家
公
務
員
一
般
職
で
内

定
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
立

法
・
行
政
と
し
て
ど
ん
な
風

に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
決
め

て
い
る
の
か
気
に
な
り
、
ま

ず
は
地
元
の
方
が
わ
か
り
や

す
い
か
と
思
い
ま
し
て
傍
聴

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

難
し
い
言
葉
も
多
く
、
つ
い

て
い
く
に
は
ま
だ
ま
だ
勉
強

が
足
り
て
い
な
い
な
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　
「
コ
コ
テ
ィ
す
ぎ
と
」
の

こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
お
恥

ず
か
し
な
が
ら
で
き
て
か

ら
少
し
経
っ
た
頃
で
し
た
。

知
っ
た
今
も
活
用
方
法
は
ま

だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
で

す
。
よ
り
広
く
知
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
流
灯
祭
は
周

り
の
友
人
も
す
ば
ら
し
い
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
杉
戸
か

ら
全
国
へ
伝
え
ら
れ
る
も
の

が
杉
戸
だ
か
ら
こ
そ
あ
る
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

よ
り
よ
い
杉
戸
の
未
来
の
た

め
に
我
々
も
協
力
し
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
！

第
127 号

　
令

和
7

年
5

月
１

日
発

行

20

議会や議会だよりに関するご意見・ご感想はこちらまで

発
行
・
杉
戸
町
議
会　
編
集
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
☎
〇
四
八
〇
�
一
一
一
一

〒
三
四
五
︱
八
五
〇
二　
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
清
地
二
丁
目
九
番
二
九
号

議会だより編集委員会
委　員　長� 上田　　聡
副 委 員 長� 久松　祐樹
委　　　員� 平川　忠良
� 大橋　芳久
� 栗原　偉憲
� 冨澤　義之
� 太田　康之
発行責任者（議長）� 伊藤美佐子

議
会
を
傍
聴
し
て

内田在住

齋
さい

藤
とう

美
み

咲
さき

 さん

　杉戸町議会では、町民の皆さんと膝を交えながら、議員と参加者の皆さんで
「議員報酬・議員定数について」の意見交換を行います。
　皆さまの奮ってのご参加をお待ちしています。

内　容 議員報酬・議員定数について

日 時 ： 令和７年６月28日（土） 10：00～
会 場 ： 杉戸町役場 本庁舎２階 議場・全員協議会室

（昨年度の様子）（昨年度の様子） 議会をもっと身近に 議会をもっと身近に

申込み不要です。
皆さんのご来場
お待ちしています。

会談懇会議第19回


